
大阪市立図書館が購入した新しい本の中から、図書館員のおすすめの本を紹介します。 

･･･字が大きめ ･･･中高生にも ･･･図・写真が多い 

康 煕奉(カン ヒボン) 著 

TOKIMEKI パブリッシング(発行) 角川グループパブリッシング(発売) 

1575 円 (0011868273) 

在日韓国人二世で雑誌編集者の著者が、日本各所の「コリア」ゆかりの地を 

訪ね歩く。古代の渡来人を祀(まつ)った神社、朝鮮通信使の書が残る江戸時代 

の景勝地、韓国から来た花嫁が多く暮らす村。様々な時代の足跡をたどり、出 

会った人々と言葉を交え、異国で生きた同胞の心情に思いをはせる。率直で読 

みやすい文章で、朝鮮半島と日本の関わりを自分なりに読み解こうとする思い 

入れが感じられる。隣国との間に横たわる長い歴史の一端に触れられる。 

〔210.18〕 

ジャンル ： 歴史・文化に親しむ 

とけてゆく地球 －氷河が伝える温暖化の真実－ 

ジャンル ： 自然・環境を考える 

世界各地の自然を撮影してきた写真家が、氷河や氷床を継続して撮影し、温 

暖化の影響を明らかにしようと試みた。氷河が後退していく様が、写真上に書か 

れた年代を示す点線や、１年にわたる連続写真で示される。消えゆく海氷などの 

写真には目を奪われるが、荘厳といってもいいそれらの光景が、人間の活動に 

よって失われつつあるという現実には愕然(がくぜん)とさせられる。地球の未来の 

ために何ができるかを訴える警告の書である。 〔451.8〕 

ジェームズ・バローグ 文・写真 

花田知恵 訳 

日経ナショナル・ジオグラフィック社(発行) 日経 BP出版センター(発売) 

1680 円 (0011884875) 

藤木勇人 著 

双葉社 1365 円 (0011880198) 
ジャンル ： 暮らしにうるおいを 

大阪市立図書館 「あなたにこの本を！」選定委員会 

平成 21 年 10 月号 

沖縄言葉（ウチナーグチ）ちょっといい話 

日本のコリアをゆく 

※価格のあとの（ ）内の番号は、大阪市立図書館書誌 ID です。 

ウチナーグチをテーマに、沖縄出身の芸能人である著者が、バンドや一人芝 

居などの経験も交え、軽快に語る。「エイサー」の章では、沖縄の代表的な集団 

舞踊の解説と自身の音楽活動の思い出も語られる。エッセイ風の文章からは、 

ウチナーンチュ(沖縄の人)の楽しげな日常が浮かび上がってくる。さらに、沖縄 

人気質について、日本各地で活躍する著者の目から、ヤマトンチュ(本州の人)と 

比較して書かれているのも面白い。南国の大らかさにふれられる。 〔818.99〕



神谷説子、澤 康臣 共著 澤 康臣 イラスト 

日本評論社 2100 円 (0011886416) 

2009 年 5 月 21 日、日本でも裁判員制度が始まった。世界ではすでに 80 以上の国で市民が刑事裁判 

に参加しているが、裁判員の選出方法から判決に至るまで、その仕組みは様々だ。本書では二人の記者 

が 14 か国を巡り、取材した法廷の様子や評議の方法などを紹介。なじみの薄い司法の世界をイラストで 

わかりやすく解説する。また、裁判に参加した市民の感想や体験談も掲載されており、その実感のこもっ 

た意見から、裁判員制度について深く考えさせられる。 〔327.9〕 

山本直人 著 

新潮社 714円 (0011827309) 

得意分野の能力を磨き、タフでしたたかに生き抜く「ネコ型社員」が増えている。例えば、イチローもネコ 

型の典型といえるそうだ。本書では、人材の育成に携わってきた著者が、ネコ型社員の特徴や増加した背 

景を分析し、その存在意義と将来の可能性を考察する。彼らの個性を重視した多様な働き方を認め、放 

任と管理のバランスをうまく取りながら育てていくべきだという著者の主張は示唆に富む。「働く」意識の変 

革を知る画期的な一冊。 〔336.4〕 

小池幸子 著 

朝日新聞出版 1575 円 (0011804393) 

帝国ホテルに 50 年近く勤務する著者が、自身がおこなってきた心配りについて語る。お客様に気兼ね 

をさせないようにさりげなく荷物を持つ、照明や室温をお客様の好みに設定しておく、さらには、おもてなし 

のために自家製の梅干を持参して出すなどの様々な具体例が紹介される。語り口調の文章からは、著者 

の謙虚で穏やかな人柄が伝わってくる。こんなことまでと意外に思うことを、当然のようにおこなう彼女の 

真摯(しんし)な姿勢には感銘を受ける。 〔688.8〕 

飯泉太子宗 著 

白水社 1785円 (0011871984) 

仏像修復の専門家である著者が、修復の苦労や像の見方など、様々なテーマで仏像について語った。 

「プラモデルと仏像の製作技術はかなり似通っている」「仏像は日本版タイムカプセル」など、30 代ならで 

はの切り口でその魅力を伝える。仏の体系や像の構造といった専門的な話題でも、軽妙に説明。修復作 

業中の写真や、自筆のほのぼのとしたイラストも豊富に収録され、さらに興味がかきたてられる。知れば 

知るほど、味わい深い世界に引き込まれる。 〔718〕 

フェルディナンド・プロッツマン [編]著 関 利枝子[ほか]訳 

日経ナショナルジオグラフィック社(発行) 日経BP出版センター(発売) 
1995円 (0011871703) 

バッキンガム宮殿の衛兵、狭い現場でドリルを使う南アフリカの鉱夫、紡績工場で働くアメリカの少女。 

本書は、時代や国籍、年齢などの異なる様々な人々の、働き、生きる姿を撮影し、約 180 点を収めた写真 

集だ。レンズを向けた写真家たちがとらえたのは、仕事に向かう者の誇りに満ちた瞳であり、過酷な搾取 

に耐える身体、またはあきらめきった無表情だ。世界の多様性とともに、富や貧困、人間の気高さと絶望 

について、見る者の心に強烈に訴えかけてくる。 〔748〕 

世界の裁判員 －14 か国イラスト法廷ガイド－ 

帝国ホテル流おもてなしの心 －客室係 50 年－ 

壊れても仏像 －文化財修復のはなし－ 

ジャンル ： 歴史・文化に親しむ 

地球のハローワーク 

ネコ型社員の時代 －自己実現幻想を超えて－ 

ジャンル ：現代社会を見つめる 

ジャンル ： 生き方・考え方に学ぶ 

ジャンル ： 知識・教養を深める 

月刊 あなたにこの本を！ 平成21年 10月号 

ジャンル ： 知識・教養を深める


